
資料３－２

重点領域【がん】
指標の達成状況

R1 R2 R3 R4 R5

男性113.3
女性 85.1

男性125.1
女性 69.4

男性108.3
女性 66.4

男性112.2
女性 69.9

男性108.9
女性 69.9

8.2% 7.7% 7.2% 6.5% 6.2%

5.6% 5.3% 4.9% 4.2% 4.7%

5.8% 5.7% 5.6% 5.0% 5.4%

13.2% 14.0% 13.9% 14.0% 14.3%

15.5% 15.7% 15.3% 14.1% 14.4%

16.9%
男性25.3%
女性11.1%

17.2%
男性25.5
女性11.2

16.5%
男性23.6
女性11.6

17.0%
男性24.4%
女性11.7%

17.8%
男性25.4%
女性12.2%
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釧路圏域における重点的な取組（重点領域）

〇がんの死亡率の減少を目指します ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

保健所 管内市町村のがん検診の実施状況及び課題の把握

◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

道・保健所

◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 〇

市町村

◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎ 〇

◎ ◎ ◎ ○ 厚岸町、弟子屈町

白糠町

釧路市、鶴居村

弟子屈町

鶴居村

市立釧路総合病院

釧路労災病院

がんサロン、マンモグラフィ-サンデ-、
ホスピスケア週間事業（パネル展示と講演会） ○釧路圏域地域保健・職域保健連携推進連絡会を通じて、がん

検診と特定健康診査の一体的実施に向けた協議や、働き盛り世
代への効果的なアプローチ方法を検討する等、地域保健と職域
保健の連携を強化してがん検診受診率向上に向けた取組を推進
する。

市民公開講座、乳がん啓発活動、がん教育講師派遣、
看護の日・看護週間事業（乳がん相談）

○釧路圏域地域保健・職域保健連携推進連絡会等を通じて、市町村・職
域・医療保険者によるがん検診受診率向上に向けた取組状況や課題につ
いて共有を図った。
　今後も、地域保健と職域保健が連携を強化して、がん検診に関心の低い
働き盛り世代へのアプローチ方法を検討する等、受診率の一層の向上に
向けた取組が必要。

マンモグラフィサンデー、がんサロン
ホスピス穏和ケア週間（ブース設置）

道東乳がん患者会
「シャイニー・ピーチ」

乳がん啓発活動・ﾋﾟﾝｸﾘﾎﾞﾝ啓発活動、患者会交流会、
乳がん患者会活動、学習会、記念講演会

釧路町、浜中町、弟
子屈町

検診Web申し込み ○各市町村及び関係機関では、がん検診の助成拡大や土日検診実施な
ど、住民ががん検診を受診しやすい体制整備に取り組んでいるが、がん検
診受診率は横ばいであり、釧路圏域の独自指標としていたがん検診受診
率の目標値の達成状況は未達成となっている。
　受診率の向上を図るため、がん検診の必要性についての普及啓発や受
診勧奨の徹底などの対策を一層推進する必要がある。

検診インセンティブ付与（ポイント制）
釧路市(R1～）、白糠町
(R4～）

検診自己負担料無料

釧路市、釧路町、鶴
居村

子宮がん・乳がん検診啓発リーフレット配布（乳幼児健診） 標茶町（R3～）
○がん検診受診率の向上を図るため、がん検診の必要性につい
ての普及啓発や受診勧奨の徹底などの対策を一層推進する。

事業所に対する普及啓発、周知等 白糠町（R1）

女性の多い職場を回っての検診受診勧奨
厚岸町（H30)
白糠町(R1) ○予防可能ながんのリスク因子として、喫煙のほか、運動不足、肥満・や

せ、野菜・果物摂取不足、塩蔵物の過剰摂取、飲酒などがあげられるが、
令和4年道民健康づくり調査によると、「運動習慣のある者の割合」では、
釧路・根室ブロック23.7％（全道28.2％）、野菜の平均摂取量では、釧路・根
室ブロック247g（全道265g）、肥満者の割合（BMI25以上）では、釧路・根室
ブロック30.8％（全道26.5％）、食塩摂取量では、釧路・根室ブロック13.4g
（全道12.7g）となっており、予防の観点から、「野菜・果物摂取量の増加」、
「食塩摂取量の減少」、「定期的な運動の継続」、「適正体重の維持」等に
向けた生活習慣の改善が必要。

○運動習慣の定着化を図るため、運動の必要性や具体的な運
動方法を普及啓発するとともに、身近なところで運動できるウォー
キングロード等の環境整備とその活用促進を図っていく。●がん検診受診率向上に向けた体制整備に取り組む 乳がん・子宮がん検診時の託児

子宮がん検診啓発リーフレット配布（成人式） 弟子屈町（R1～）

健康まつり、広報誌・折り込みチラシ用による啓発、健康教育
がん検診、休日（土･日）がん検診の実施

●「北海道版食事バランスガイド」等を活用し、正しい栄養バラン
スの知識を普及啓発していく⇒取組状況は栄養・食生活の領域
に記載

がん検診推進事業
新たなｽﾃｰｼﾞに入った検診の総合支援事業

無料クーポン配付
　　　〃、検診受診勧奨 ○減塩や野菜・果物摂取量増加に向けた普及啓発をするととも

に、飲食店や給食施設などと連携し、個人の食生活を支援する
食環境の整備を推進する。送迎バス付きの乳がん・子宮がん検診

厚岸町、標茶町、弟子屈
町、鶴居村、白糠町

領　　域 目　  　　標 主な取組と役割分担

◎主体、〇連携、協働

6年間（平成30年度～令和5年度）の主な取組 評価及び課題

●受動喫煙によるリスクの減少のため、行政施設、飲食店等の
禁煙、分煙等の表示（おいしい空気の施設）を促進するほか、適
切な禁煙及び分煙化について情報提供していく ⇒取組状況は
喫煙の領域に記載

日曜検診の実施

○がん罹患率の減少に向け、がん最大の危険因子である喫煙について
は、「喫煙」の領域において、たばこをやめたい人に対する相談及び支援
等を実施してきたところであるが、釧路圏域の独自指標としていた成人の
喫煙率については、横ばいの状況であり、目標値の達成状況は未達成と
なっている。
　喫煙率低下のほか、受動喫煙防止対策の充実などたばこ対策を一層推
進することが必要。

●がん最大の危険因子である喫煙率の減少に向けて、たばこを
止めたい人に対する禁煙相談や禁煙支援を実施する　⇒取組
状況は喫煙の領域に記載

「北海道がん対策基金」募金活動への協力（H30･R1・R2･R3･R4･
R5)

がん制圧月間の取組

（H28　全道値16.6%）
変化なし
（R3　全道値13.7%）

成人の喫煙率（40歳～74歳）
17.8％

男性　26.6％
女性　11.9％

14.5％
市町村国保特定健康診査
（標準的な質問票）(H29)

変化なし

がん教育出前講座　（講師：釧路労災病院）（H30、R1)
開催地：釧路市・釧路町
内小学校 ○がん最大の危険因子である喫煙率の減少や受動喫煙のない

環境づくり等のたばこ対策を一層推進していくこととし、引き続き
重点的に取り組む。(財)北海道対がん協会釧

路がん検診センター
がんパネル展、
市町村の健康まつりへの参加（釧路市・釧路町）

次期計画の方向性

がん

●がん征圧月間や健康まつり等のイベントの機会を通じてがん
予防に関する知識を普及啓発していく

実施主体 主な実施事業 備　考　 ○道及び保健所では、がんに対する正しい知識の普及を目的に、希望す
る小学校において、「がん教育出前講座」を実施した。また、各市町村にお
いては、「健康まつり」や広報誌及び健康教育等を通じて、がん予防等に
関する普及・啓発が実施されている他、がん検診センター及びがん診療拠
点病院では、パネル展や市民公開講座等のイベント開催による普及・啓発
が実施されている。
　引き続き、多くの住民ががん予防に関する正しい知識を得る機会を確保
することが必要。

○多くの住民ががん予防の知識が得られるよう、様々な機会を
活用し知識の普及啓発を行う。

〇がん検診による早期発見・早期治療を進
めます

がん検診の受診率（40歳以上）

6.2% （H28　全道値6.3%）
変化なし
（R3　全道値4.8%）

エ　子宮頸がん検診（20歳以上） 12.5% （H28　全道値14.3%）
変化なし
（R3　全道値16.3%）

ア　胃がん検診（50歳以上） 9.2%
増加を目指す

（H28　全道値 8.8%）

H28　地域保健・健康増進
事業報告

変化なし
（R3　全道値4.9%）

イ　肺がん検診 5.9% （H28　全道値4.8%）
変化なし
（R3　全道値4.0%）

ウ　大腸がん検診

オ　乳がん検診 16.5%

釧路圏域健康づくり事業行動計画（計画期間：平成30年度～令和5年度）の取組状況と6年間の取組状況に対する評価

指　　標
釧路圏域の独自指標 実績数値

達成状況
現状値 目標値（R4) 現状値の出典（年次）

75歳未満のがんの年齢調整死亡率（10万人
当たり）

男性　120.7
女性  　78.9

全国平均以下
（男性 H27  111.1)
（女性H27  68.0）

保健所算出値（H27）
改善傾向
（男性 R2　96.7）
（女性 R2　63.7）
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資料３－２釧路圏域健康づくり事業行動計画（計画期間：平成30年度～令和5年度）の取組状況と6年間の取組状況に対する評価
重点領域【がん】

指標の達成状況

R1 R2 R3 R4 R5

16.9%
男性25.3%
女性11.1%

17.2%
男性25.5
女性11.2

16.5%
男性23.6
女性11.6

17.0%
男性24.4%
女性11.7%

17.8%
男性25.4%
女性12.2%

7.4% 6.6% 5.1% 5.6% 5.1%

8.9% 8.1% 8.2% 6.2% 8.4%
(参考） R2 R3 R4 R5

246 85 - - - 北海道のきれいな空気の施設登録数 338 352 431 462
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釧路圏域における重点的な取組（重点領域）

◎ ◎ 〇 ◎ 〇 ○

◎ ◎ ◎ ○ ○

　 ○ ◎ ○ 〇

◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 ○

◎ ◎ ◎

市町村

釧路市、浜中町 禁煙外来の紹介

禁煙したい人への支援（禁煙相談）

未成年者（20歳未満の者の）喫煙防止講座

総合的な思春期健康教育

保健所・市町村 改正健康増進法・北海道受動喫煙防止条例等の周知（R2～）

医療機関 禁煙治療

学校 健康教育（保健）

受動喫煙対策に係る相談・苦情対応
（R2:89件、R3:144件、R4:65件、R5:26件） ○市町村の母子手帳交付時や各種健診時においては、喫煙による母体や

胎児・乳幼児への健康被害について情報提供されてきたところであり、釧
路の圏域の独自指標としている妊産婦の喫煙率については、わずかに減
少がみられるが、依然として目標値の０％を大きく上回る状況。

広報誌等による啓発
健康教育等での啓発

８市町村で実施
母子手帳交付時の健康教育
健診結果説明会等での喫煙者に対する保健指導

○受動喫煙によるリスクの減少に向けた取り組みしては、改正健康増進法
の全面施行（令和2年4月1日）及び北海道受動喫煙防止条例の制定（令和
2年3月）に伴い、あらゆる機会を通じて周知を図った。
　令和2年度から開始した、屋内完全禁煙に取り組む施設を対象とした「北
海道のきれいな空気の施設登録事業」の令和6年3月末現在登録施設数
は462施設となっている。官民一体となった受動喫煙防止対策の推進に向
け、引き続き登録拡大を図っていく必要がある。

釧路市・釧路町・厚岸町・標
茶町・弟子屈町・鶴居村・白
糠町

○道条例の基本理念である、全ての方に望まない受動喫煙を生
じさせない「受動喫煙ゼロ」の実現を目指し、関係機関・団体、事
業者等との連携を強化して受動喫煙防止対策を推進していく24施設（R6.3月現在）

釧路町、弟子屈町、
鶴居村、白糠町

弟子屈町、鶴居村、
白糠町

厚岸町（H30～R2）

釧路市、釧路町、浜中町 厚岸町(R1～)

○たばこをやめたい人が気軽に相談できるよう、保健所相談窓
口による禁煙支援を継続するとともに、相談窓口の周知を強化す
る。
　また、地域の禁煙支援資源について情報収集し、あらゆる機会
を通じて情報提供を行っていく。

○学校、各市町村及び保健所において、喫煙防止教育を継続し
て実施するほか、心身ともに発展途上にある子どもの喫煙が健
康にあたえる影響について等の子ども向けの普及啓発を強化す
る。

○たばこをやめたい人に対するサポート体
制を充実します

●たばこをやめたい人に対する禁煙相談及び禁煙支援を実施
する

きれいな空気の施設推進事業（R2～）
（R2：337施設、R3：350施設、R4：430施設）

登録数462施設（R6.3月
末現在）

○未成年者（20歳未満の者）の喫煙をなくすことを目的とした「喫煙防止教
育」については、市町村及び各学校（保健）において実施されているところ
である。保健所においては、小学生を対象とした喫煙防止講座を希望の
あった小学校 延べ28校で実施し、学校や家庭における喫煙防止に努め
た。
　道が実施した調査では、喫煙経験のある20歳未満の者の割合は、減少
傾向にあるものの、目標値である０％は未達成となっている。

○官公庁施設、飲食店その他の多くの人が
利用する施設において、受動喫煙によるリ
スクをへらします

●行政施設、飲食店等の禁煙、分煙等の表示（おいしい空気の
施設）を促進するほか、適切な禁煙及び分煙化について情報提
供していく

既存特定飲食提供施設からの喫煙可能室設置施設届出受理
（R1:247件、R2:226件、R3:21件、R4:7件、R5:2件）

○喫煙が及ぼす健康への影響についての普及併発は、「禁煙週間」、「道
民の健康づくり週間」及び各市町村の広報誌等による啓発など、あゆる機
会を通じて実施されてきた。
　また、令和2年度以降は、北海道受動喫煙防止条例地域説明会を述べ
22回開催し、普及啓発に取り組んだところであるが、釧路圏域の独自指標
としていた成人の喫煙率については、横ばいの状況であり、目標値の達成
状況は未達成となっている。

○保健所や市町村、医療機関及び各種保健医療関係機関・団体
等と連携を強化し、喫煙が及ぼす健康への影響についての普及
啓発をあらゆる広報媒体を通じて進めていく。

○未成年の喫煙をなくします ●未成年者を対象とした喫煙防止教育を実施する
保健所

HP、ポスターによる啓発

○妊産婦の喫煙をなくすとともに、女性の喫
煙率を低下させます

●母子手帳交付時、各種健診時及び女性の健康週間等を通じ
て、妊産婦等に対し喫煙が及ぼす健康への影響について情報
提供していく

禁煙相談窓口
HPによる禁煙外来紹介

北海道受動喫煙防止条例地域説明会
（R2:7回、R3:11回、R4:1回、R5:3回） ○市町村の母子手帳交付時や各種健診を通じた、喫煙による母

体や胎児・乳幼児への健康被害について、普及啓発の強化を図
るとともに、各関係機関や教育関係機関等と連携し、若年の女性
に対する喫煙防止の普及啓発に取り組む。

●歯科診療所通院中の喫煙者に対する禁煙相談を推進していく

喫煙

〇喫煙が及ぼす健康への影響について普
及啓発を図ります

●喫煙が及ぼす健康への影響について情報提供していく 実施主体 主な実施事業 備　考

未成年者（20歳未満の者の）喫煙防止講座
（H30：７校、R1：７校、R2：２校、R3：５校、R4：４校、R5：３校）

産婦の喫煙率 9.9％
全道平均以下

(H28  8.4%)
北海道母子保健報告シム
テム(H28)

変化なし
（R3 全道値　6.7%)

おいしい空気の施設登録数 246施設 増加を目指す
おいしい空気の施設登録
事業(H29)

評価困難
※R2法改正による対象施設変
更及び事業終了

指　　標
釧路圏域の独自指標 実績数値

達成状況
現状値 目標値（R4) 現状値の出典（年次）

成人の喫煙率（40歳～74歳）

○たばこをやめたい人に対する支援については、各市町村及び保健所に
おいて、個別対応を継続したほか、禁煙治療を実施している医療機関につ
いて情報提供を行った。
　引き続き、たばこをやめたい人が気軽にサポートを受けられるよう、地域
の禁煙支援資源について情報収集し、あらゆる機会を通じて情報提供を
行っていく必要がある。

厚岸町(R1～)・白糠町(R3
～）

17.8％
男性　26.6％
女性　11.9％

14.5％
市町村国保特定健康診査
（標準的な質問票）(H29)

変化なし

妊婦の喫煙率 7.7％
全道平均以下

(H28  6.3%)
北海道母子保健報告シム
テム(H28)

改善傾向
（R3 全道値  3.8%）

領　　域 目　  　　標 主な取組と役割分担

◎主体、〇連携、協働

6年間（平成30年度～令和5年度）の主な取組 次期計画の方向性評価及び課題
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資料３－２釧路圏域健康づくり事業行動計画（計画期間：平成30年度～令和5年度）の取組状況と6年間の取組状況に対する評価

保
健
所

市
町
村

教
育

医
療

職
域

団
体

住
民

（１）生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎ 〇

保健所

◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎
行政栄養士研修会

市町村

○ ◎ ○ ○ ○ 若年（39歳以下）健診

◎ 〇 ◎ 休日（土・日）健診の実施

健診自己負担料無料 浜中町（R3～）

健診自己負担料無料（特定の年齢を対象に）

弟子屈町 健診インセンティブ付与（ポイント制） 釧路市（R1～）

◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎ ◎

くしろ糖尿病デー市民公開講座（H30～R1） 世界糖尿病デー事業

◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇 保健所

〇 ◎ 〇 〇 〇

◎ 〇 ◎ 市町村

●歯周病と糖尿病の関連性について普及啓発していく ◎ 〇 ◎ ◎ 若年（39歳以下）健診

休日（土・日）健診の実施

健診自己負担料無料 浜中町（R4～）

健診自己負担料無料（特定の年齢を対象に）

弟子屈町 健診インセンティブ付与（ポイント制） 釧路市（R1～）

糖尿病に関する講演会

事業所に対する普及啓発、健康教育等

糖尿病性腎症重症化予防対策事業

◎ ◎ 〇 〇 〇

◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 保健所・市町村

○重症化予防のため、医療機関と市町村が連携して、診断早期
から糖尿病患者の生活習慣改善を促すとともに、重症化リスクの
高い医療機関未受診者や治療中断者への働きかけを行う。釧路市、浜中町、標茶

町、弟子屈町、白糠町
釧路町（R2～）、厚岸町
（R3～）

○COPDについての名称や疾病の要因、病状などについて、普
及啓発に取り組むとともに、主な発症要因であるたばこ対策を一
層推進していく。

●ＣＯＰＤの主な発症原因である喫煙対策を推進する　⇒取組
状況は喫煙の領域に記載

ポスター掲示・健康教育等による普及啓発（「喫煙」とあわせた取
組）

ＣＯＰＤ
（慢性閉塞性肺疾患）

〇ＣＯＰＤという疾患の道民の認知度を高め
ます

●ＣＯＰＤに関する知識を普及啓発していく 実施主体 主な実施事業 備　考 ○保健所及び各市町村では、各種健康教育等の場面において、「喫煙」と
併せてCOPDの原因や発症、予防方法などの普及啓発を行ってきた。
　令和4年度健康づくり道民調査によると、CDPDの認知度は、釧路・根室
ブロック27.5％（全道33.9％）と、低い状況にあり、引き続き認知度を高める
ための取り組みが必要。

釧路市、弟子屈町 ○各市町では、糖尿病性腎症重症化予防プログラムを作成し、かかりつけ
医と連携した保健指導の実施や、重症化リスクの高い医療機関未受診者
や治療中断者への働きかけを行っている。
　また、令和３年度以降、釧路市の「栄養指導指示兼指示書」を管内他町
村で広域的に活用できる体制とした。
　今後も、糖尿病性腎症重症化予防プログラム等の活用により、管内の医
療機関と市町村等が連携して、糖尿病患者が適切な療養行動ができるよう
支援していく必要がある。

○釧路圏域地域保健・職域保健連携推進連絡会を通じて、特定
健康診査受診率向上に向けた好事例の共有や、働き盛り世代へ
の効果的なアプローチ方法を検討する等、地域保健と職域保健
の連携を強化して特定健康診査の受診率向上に向けた取組を
推進する。（再掲）

釧路市、釧路町、厚岸
町、鶴居村

標茶町、弟子屈町、白糠
町

○市町村国保の令和4年度の特定保健指導実施率は49.3%で、北海道健
康増進計画の目標値45％を上回っているが、市町村別に比較すると、
65.4％（釧路市）～11.1％（釧路町）と差がある状況。（再掲）厚岸町（H30.R1)、弟子屈

町（R1)

糖尿病性腎症重症化予防対策に係る「栄養指導指示依頼兼指示
書（釧路市版）」を管内町村で広域的に活用（R3～）

●特定保健指導従事者を対象とした人材育成を実施する（再
掲）

特定健康診査・特定保健指導の実施、
健診受診勧奨、未受診者アンケート

釧路市・浜中町・標茶町・
弟子屈町・鶴居村

釧路町(R1～)、白糠町
(R4～）

釧路市、釧路町、厚岸町、浜
中町、標茶町、白糠町

鶴居村（R4～） ○市町村国保の特定健康診査実施率は、受診勧奨や未受診者対策、健
診受診への助成、インセンティブ付与等の取組により年々増加している
が、平成30年度28.5％から令和4年度30.3％と1.8ポイント増で横ばいの状
況で、北海道健康増進計画の目標値70％を大きく下回ってい状況。
　引き続き受診しやすい体制の整備や受診勧奨の促進が必要。（再掲）

糖尿病

〇生活習慣の改善の重要性について普及
啓発を進め、糖尿病が強く疑われる者の増
加抑制を目指します

●肥満など糖尿病発症リスクのため、栄養、運動、飲酒などの
生活習慣の改善に向けて取り組む　⇒取組状況は栄養・食生
活、身体活動・運動、飲酒の領域に記載

実施主体 主な実施事業 備　考 ○糖尿病発症リスクを減らすための取組として、栄養・運動・飲酒などの生
活習慣改善に向けての取組は各領域に記載のとおり実施してきたところで
あるが、特定健康診査結果において血糖・肥満の項目で有所見者の割合
が高い状況。
　引き続き、食生活、運動、飲酒などの生活習慣改善に向けた取組を推進
していく必要がある。

○糖尿病発症予防のため、食生活、運動、飲酒などの生活習慣
改善に向けた取組を推進していく。保健所・関係団体（釧路Ｃ

ＤＥ研究会）

〇特定健康診査及び特定保健指導による
疾病の早期発見、早期治療を進めます（再
掲）

●糖尿病の疾病リスク、治療継続の必要性について普及啓発の
強化を図る

管内市町村の特定健康診査等の実施状況及び課題の把握
地域保健関係職員研修、行政栄養士研修会

糖尿病性腎症重症化予防対策推進のための会議（R2) ○管内では、釧路CDE（糖尿病療養指導士）研究会が、糖尿病の療養に関
わる知識・技術の研究や、住民向け普及啓発活動を行っているほか、一部
の町において、糖尿病に関する講演会を開催し、糖尿病の予防と治療の
重要性について啓発している。
　新興感染症の流行以降、大規模な講演会の開催を控えざるを得ない時
期があったが、今後も引き続き、各市町村及び関係団体等を連携し、生活
習慣の改善や、治療継続による血糖値の適正な管理について普及啓発を
図っていく必要がある。

○糖尿病の重大な合併症を予防するために、血糖値の適正な管
理や、治療の重要性について、保健所や市町村、各関係機関・
団体等と連携し、普及啓発に取り組む。〇重症化予防のため、「治療継続による血

糖値の適正な管理」の重要性についての意
識を高めます

●特定健康診査及び特定保健指導の実施率向上に向け、受診
しやすい体制整備や受診勧奨の促進に取り組む（再掲）

●特定健康診査及び特定保健指導の実施率向上に向け、受診
しやすい体制整備や受診勧奨の促進に取り組む

釧路市・浜中町・標茶町・
弟子屈町・鶴居村

釧路町(R1～)、白糠町
(R4～）

〇特定健康診査及び特定保健指導による
疾病の早期発見、早期治療を進めます

●特定保健指導従事者を対象とした人材育成を実施する
釧路市、釧路町、厚岸町、浜
中町、標茶町、白糠町

鶴居村（R4～） ○釧路圏域地域保健・職域保健連携推進連絡会を通じて、特定
健康診査受診率向上に向けた好事例の共有や、働き盛り世代へ
の効果的なアプローチ方法を検討する等、地域保健と職域保健
の連携を強化して特定健康診査の受診率向上に向けた取組を
推進する。

釧路市、釧路町、厚岸
町、鶴居村

○市町村国保の特定健康診査実施率は、受診勧奨や未受診者対策、健
診受診への助成、インセンティブ付与等の取組により年々増加している
が、平成30年度28.5％から令和4年度30.3％と1.8ポイント増で横ばいの状
況で、北海道健康増進計画の目標値70％を大きく下回ってい状況。
　引き続き受診しやすい体制の整備や受診勧奨の促進が必要。

○市町村国保の令和4年度の特定保健指導実施率は49.3%で、北海道健
康増進計画の目標値45％を上回っているが、市町村別に比較すると、
65.4％（釧路市）～11.1％（釧路町）と差がある状況。

標茶町、弟子屈町、白糠
町

循環器
疾患

〇循環器疾患の死亡者の減少を目指しま
す ●循環器疾患の危険因子となる喫煙率の減少に向けて、たばこ

を止めたい人に対する禁煙相談や禁煙支援を実施する。　⇒取
組状況は喫煙の領域に記載

実施主体 主な実施事業 備　考

領　　域 目　  　　標 主な取組と役割分担

◎主体、〇連携、協働

6年間（平成30年度～令和5年度）の主な取組 評価及び課題 次期計画の方向性

○循環器病による死亡を減少させるため、喫煙率の減少や受動
喫煙のない環境づくり等のたばこ対策を一層推進していく。管内市町村の特定健康診査等の実施状況及び課題の把握

地域保健関係職員研修

〇循環器疾患を予防するため、危険因子と
なる高血圧の改善や脂質異常症を減らしま
す

●高血圧の改善や脂質異常症を減らすため、栄養・運動・飲酒・
喫煙などの生活習慣改善に向けて取り組む　⇒取組状況は栄
養・食生活、身体活動・運動、飲酒の領域に記載

○循環器病を予防するため、食生活や運動、飲酒などの生活習
慣の改善に向けた取組を推進していく。特定健康診査・特定保健指導の実施、

健診受診勧奨、未受診者アンケート

○循環器疾患の危険因子を減らすための取組として、栄養・運動・喫煙・飲
酒などの生活習慣改善に向けての取組は各領域に記載のとおり実施して
きたところであるが、特定健康診査結果において血圧・肥満の項目で有所
見者の割合が高いほか、喫煙率も依然として全国・全道よりも高いことか
ら、循環器疾患の発症リスクがある者が多い状況。
　引き続き、たばこをやめたい人への禁煙支援、食生活、運動、飲酒など
の生活習慣改善に向けた取組を推進していく必要がある。
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資料３－２釧路圏域健康づくり事業行動計画（計画期間：平成30年度～令和5年度）の取組状況と6年間の取組状況に対する評価

保
健
所

市
町
村

教
育

医
療

職
域

団
体

住
民

（２）社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

◎ ○ ○ ○ ◎ ○ 保健所

◎ ◎ ○ 〇 〇 ◎

市町村

◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

◎ ◎ 〇 ◎ 〇 自殺予防対策ネットワーク会議等の開催・参加

◎ ◎ ○ ○

弟子屈町

メンタルヘルスに関する指導及び法令周知（対象：企業）

○健康教育やホームページ、広報等を活用して、メンタルヘルス
について正しい知識の普及啓発を実施していく
○精神保健ボランティア講座やGK研修等を活用し精神保健に関
する理解の促進及びその人材を育成していく
○こころの健康に関する地域における相談体制の充実と相談窓
口情報の発信に取り組む
○未遂者支援については、働き盛りの方の自殺予防も含め、職
場内でのメンタルヘルス対策を図るなど各年代層でのGK研修の
継続や、子どもの時から自分の命を守ることの大切さに目を向け
予防的な支援の充実を図っていく
○今後も自死遺族からの相談時に医療機関等と連携し対応して
いく

●精神保健に関する人材の確保、養成等に取り組む
健康教育による普及啓発、こころの健康相談
釧路地域うつ・自殺予防対策ネットワーク会議

●こころの健康に関する地域における相談体制の充実と相談窓
口情報の発信に取り組む

ゲートキーパー研修支援
自殺未遂者支援のための関係者研修の開催（R3)

広報誌等による啓発、各種健康教育、こころの健康相談
自殺対策行動計画作成・計画の推進

●自殺予防対策として、地域・関係機関・団体等のネットワーク
の整備に取り組む

厚岸町、標茶町、弟子屈
町

ゲートキーパー研修

関係団体（釧路労働基準
監督署）

関係団体（釧路地域産業
保健センター）

メンタルヘルス不調労働者に対する相談・指導（対象：労働者数
が50人未満の事業所）

●自殺未遂者や残された人（自死遺族）への支援を構築する
釧路市、釧路町、標茶
町、弟子屈町

自殺未遂者支援のための関係者研修の開催・参加

メンルヘルス講演会

関係団体（釧路精神保健
協会）

ボランティア養成講座
一般住民向け講演会（年１～２回開催）

相談の状況と相談窓口の普及啓発
○個々がストレスに対応でき、健康の保持・増進ができるよう保健所では、
こころの健康相談を実施しているが、相談件数は、年間平均400件前後と
年々増加傾向にある。また、相談内容では、「こころの健康づくり」に関する
相談が多く、必要に応じて精神科医師による「心の健康相談」を紹介し、早
期の段階で適切な医療につながるよう支援している。
○こころの健康保持・増進のため、相談窓口の紹介として、保健所のこころ
の健康相談や各市町村等のこころの相談窓口をホームページや広報等で
紹介している。

人材の確保、養成について
○精神保健に関する人材の確保や養成等では、精神保健協会と共に、ボ
ランティア講座の開催と一般向け講演会を開催し、精神保健に関する障害
者への理解を図っている。
○全市町村で自殺対策強化給付金等ゲートキーパー研修を職員、教職員
市民団体等を対象に、自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩
んでいる人に気づき、声をかけ、必要な支援につなげ見守る）ができる人を
増やし、自殺予防につなげている。

自殺予防対策
○こころの健康相談では、自殺予防のため、相談者の自殺のリスク等の評
価をしながら自殺予防対策を実施している
○釧路圏域の自殺率は高く、経年的傾向をみても横ばいの状況や若者層
の自殺死亡率の減少率が低い現状がある。そのため、自殺未遂者支援の
ための関係者研修では、医療従事者や地域の支援関係者の自殺未遂者
支援の対応力の向上を図る必要があるとの課題から自殺未遂者の再度の
自殺企図を防ぐための方策についての研修を実施いた。また、若年層の
課題には「自傷行為の対応と理解」についての研修を実施し、地域支援者
の支援力の向上と関係者間でのネットワークづくりを実施している。
○「釧路地域・うつ自殺対策ネットワーク会議」では、地域の実態や課題を
構成機関・団体と共有し、自殺予防にむけた地域における人材の育成や
相談体制の確保等ネットワークによる連携支援について話し合いがされて
いる。
○自死遺族からの相談時には、医療機関と連携し対応している。

相談の体制整備
○今後、精神障害者が、地域の一員として安心して自分らしい暮らしをす
ることができるよう、医療、障害福祉や精神保健（メンタルヘルス）上の課題
を抱える方・介護、住まい、社会参加（就労）、地域の助け合 い、教育が包
括的に確保された地域包括ケアシステムの構築を目指す必要がある。い
わゆる「にも包括」についての理解と地域関係機関の役割について、市町
村との業務連絡会や 市町村自立支援協議会等で説明し、障害の程度に
関わらず精神に関する相談の体制の整備も含め周知を図るなどし、各市
町村で精神に関する相談等の充実を図っている。
○地域包括ケアシステムの構築にあたっては、計画的に地域の基盤を整
備するとともに、市町村や障害福祉・介護事業者が、精神障害の程度によ
らず地域生活に関する相談に対応できるように、圏域ごとの保健・医療・福
祉関係者による協議の場を通じて、精神科の医療機関、その他の医療機
関、地域援助事業者、市町村などとの重層的な連携による支援体制を整
備していくことが必要。

こころの
健康

〇精神保健相談などを通じ、ストレス要因
の軽減や対応を適切に行い、こころの健康
保持・増進を図ります

●ストレスに対する個人の対処能力を高めるため、メンタルヘル
スに関する正しい知識を普及啓発していく

実施主体 主な実施事業 備　考

釧路市、白糠町（R1～）、
釧路町（R4～）、浜中町
(R5)

●職場におけるメンタルヘルス対策の促進に取り組む
釧路市、浜中町、標茶
町、弟子屈町、鶴居村

領　　域 目　  　　標 主な取組と役割分担

◎主体、〇連携、協働

6年間（平成30年度～令和5年度）の主な取組 評価及び課題 次期計画の方向性
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資料３－２釧路圏域健康づくり事業行動計画（計画期間：平成30年度～令和5年度）の取組状況と6年間の取組状況に対する評価

保
健
所

市
町
村

教
育

医
療

職
域

団
体

住
民

◎ ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

〇 ◎ 〇 〇 〇

釧路市、浜中町 小学生を対象とした健診・保健指導

◎ 〇 〇 〇 〇

厚岸町（H30・R1）

生活リズムチェックシートの取組

◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

◎ ◎ 〇 保健所 健康教育等による普及啓発

市町村

◎ ◎ 〇 ◎ 〇

道・市町村

◎ ◎ 〇 ◎ 〇

◎ ◎ ◎ ◎ 〇

○高齢期の適正体重の維持やロコモティブシンドロームの予防
に向け、適切な食事や運動について、普及啓発していく。

●高齢者の社会参加の促進のため、老人クラブが行う社会奉仕
活動や健康づくりへの支援に取り組む

●高齢者の口腔機能維持・向上に向けて、適切な口腔ケアの必
要性と具体的方法について普及していく　⇒取組状況は歯・口
腔の領域に記載

老人クラブ運営費補助金（老人クラブ及び市町村老人クラブ連合
会が行う社会福祉奉仕活動等に対する助成） ○オーラルフレイルの予防のため、適切な歯科治療や定期的な

歯科健診、介護予防事業への参加促進を行う。
●ウォーキングやノルディックウォーキングを高齢者が気軽に取
り組める健康運動として普及していく。 ⇒取組状況は身体活
動・運動の領域に記載

健康教育等による普及啓発、自主活動の会等への支援

●高齢者の適切な食生活の実践に向けて、正しい栄養バランス
の知識を普及啓発していく ⇒取組状況は栄養・食生活の領域
に記載

釧路市、釧路町、浜中
町、弟子屈町

ボランティアの育成・支援
白糠町（R1～）、標茶町
（R5～）

○特に高齢者の咀嚼機能の良否は、食生活への影響だけでなく、主観的
健康感や運動機能との関連性を有すると言われており、咀嚼機能の維持・
向上が必要です。フレイルの入り口になると言われているオーラルフレイル
の予防のため、適切な歯科治療や定期的な歯科受診、介護予防事業への
参加促進を促していく必要がある。

高齢者
の健康

〇高齢者の健康づくりを進めます
●高齢者の運動器の健康維持のため、ロコモティブシンドローム
について普及啓発していく

実施主体 主な実施事業 備　考

北海道釧路教育局、各市
町村教育委員会、各学校

通学合宿事業（対象：小学生） ○幼少期からの生活習慣や健康状態は、成長してからの健康状態にも大
きく影響を与えることから、引き続き子どもの適正な食習慣や運動習慣の
形成にむけた取組推進が必要。

○釧路管内の健康課題として、「肥満者（BMI25以上の者」の割合が全国・
全道を上回っている状況にあるが、高齢者においては、やせや低栄養が
要介護や死亡のリスクとなるため、適正体重の維持や低栄養の回避が重
要。

○各市町村では介護予防をはじめ、老人クラブ等からの依頼による健康教
育等、健康維持のための取り組みが行われている。今後ますます高齢化
が進行することを踏まえると、高齢者特有の介護が必要となるリスクが高
いロコモティブシンドロームやフレイルへの対策を一層推進することが必
要。

どさん子元気アップチャレンジ

○ H20年から道は女性の健康上の幅広い相談に対応するため、女性の健
康サポートセンターを開設した。センターでは妊娠、出産、子育て、思春
期、更年期等の健康に関する相談についてワンストップで総合的に応ずる
とともに、女性の健康に係る情報を収集・集約し健康保持や予防に関する
普及啓発の充実を図ることを目的として、月１回女性の健康相談日を設け
るほか、随時相談を実施している。

○女性の健康サポートに関する相談は電話　来所　メールでの相談がある
が、そのほとんどが精神保健に関する相談である。純粋な精神保健相談だ
けではなく家族問題や不登校など複数の課題を抱えており、相談内容は複
雑化している。その中でも、養育困難に関することや思春期等に関する悩
みについては、本人や家族自身が自らの力で問題解決ができるよう支援し
ている。また、妊娠・出産・育児等に関する女性の課題について各関係機
関と連携した支援し、生涯を通じた女性の健康増進を図っている。

○女性のサポートセンターの相談窓口の紹介「にんしんSOSほっかいどう」
配布等の周知は、ホームページへの掲載や市町村への周知及び保健所
ロビーの配置し普及啓発を図っている。

どさんこアウトメディアプロジェクト
毎月第1･3日曜日を「ﾉｰ
ｹﾞｰﾑﾃﾞｰ」 ○市町村の母子手帳交付時や各種健診時等において、妊産婦に対する

「喫煙」及び「飲酒」による健康被害について情報提供や健康教育を行って
おり、妊婦・産婦の喫煙率の改善があるものの、全道に比べ高い状況。ま
た、令和３年度の全出生中の低体重児の割合は、10.7％（全道9.5％、全国
9.4％）と全道及び全国を上回っており、胎児期における栄養状態が、成人
期の糖尿病、冠動脈疾患などその後の健康状態や疾病に影響し、生涯に
わたる影響を及ぼす可能性があることからも、低体重児の出生に影響をあ
たえる妊娠中の喫煙や飲酒について、普及啓発の強化を図る必要があ
る。

○今後も、各種相談等で生涯を通じた女性の健康保持増進のた
め支援していくため、女性の健康サポートセンターについて、ホー
ムページにて周知していく。

シートをHPで紹介、小中
学生が自らチェック

○教育局、各市町村教育委員会及び各小中学校が連携して、運動や生活
習慣に焦点をあてた多様な取り組みが行われている。

保健所

特定給食施設等調査指導を通じた、学校・児童福祉施設・認定子
ども園における食育の推進

●相談事業の実施により、生涯を通じた女性の健康保持に取り
組む

釧路町、厚岸町、弟子屈
町、白糠町

食育推進計画に基づく「食育」の推進
浜中町（R1～）、釧路市
（R3～）、

〇妊娠前・妊娠期における適正体重の維持
や喫煙、飲酒習慣の改善を進めます ●母子手帳交付時や各種健診時、女性の健康週間等を通じて、

妊産婦に対する「喫煙」及び「飲酒」による健康被害について情
報提供の強化を図る　⇒取組状況は喫煙、飲酒の領域に記載

女性の健康サポートセンター事業（電話相談・面接相談）

次期計画の方向性

次世代
の健康

〇適正な食習慣や運動習慣を有する子ども
の割合を増やします

●地域、学校、家庭、関係団体等が連携して食育や子どもの望
ましい生活習慣の定着に向けて取り組む

実施主体 主な実施事業 備　考
○保健所では、特定給食施設等調査指導を通じて、学校・児童福祉施設
及び認定子ども園における食育の推進に取り組んでいる。 ○子どもの健康な生活習慣を形成するため、保健所、市町村、

学校、家庭、地域、関係団体等が連携して、食育や運動習慣の
定着にむけた健康づくりに取り組む。

領　　域 目　  　　標 主な取組と役割分担

◎主体、〇連携、協働

6年間（平成30年度～令和5年度）の主な取組 評価及び課題

○市町村では、母子保健事業を通じて、乳幼児の望ましい生活習慣の定
着に向けた保健指導を実施している他、一部の市町では、小学生の肥満
や生活習慣病に焦点をあてた健診や保健指導を独自で取り組んでいる。 ○母子手帳交付時や各種健診時、助成の健康習慣等を通じて、

妊産婦における「喫煙」「飲酒」による健康被害についての情報提
供の強化を図るとともに、保健指導に取り組む。釧路市 小学生を対象とした運動実践事業
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資料３－２釧路圏域健康づくり事業行動計画（計画期間：平成30年度～令和5年度）の取組状況と6年間の取組状況に対する評価

保
健
所

市
町
村

教
育

医
療

職
域

団
体

住
民

（４）栄養・食生活、身体活動・運動、休養、喫煙、飲酒及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善

◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎ 〇

◎ 〇 〇

◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ○

◎ ◎ 〇 ◎

市町村

〇 ◎ ◎ 〇

◎ ◎ ◎

ふまねっと９４６

○栄養成分表示については、食品表示法の全面施行（令和2年4月1日）に
伴い、適正な表示の指導・助言を実施した。
　栄養成分表示を活用し健康を意識した食品選択による適切な食生活の
実践が期待されているが、令和４年度道民健康づくり調査によると、「加工
食品や外食の栄養成分表示を（ほとんど見ない・知らない）者の割合」で
は、釧路・根室ブロック52.2％（全道44.1％）と、半数以上が活用していない
状況にあり、活用に向けた普及啓発が必要。

○各市町村の保健事業では、各ライフステージに応じた栄養教育が実施さ
れ、地域住民に対してバランスのとれた食事に関する知識の普及が図られ
ている。

○企業・団体・商店・飲食店等と連携して、まちの健康づくりを支援すること
を目的とした健康づくり応援団制度は、、釧路市で実施されてきたほか、令
和５年度からは釧路町で新たに展開されている。

○各市町では食生活改善推進員養成講座を実施し、修了者による料理教
室や健康まつり等で食育の推進、健康づくりに関する普及啓発等が地域
住民に対して実施されている。
　引き続き、多くの住民が食生活改善の正しい知識を得る機会を確保する
ことが必要であり、市町村栄養士や食生活改善推進員などの人材の育成
が重要である。

「釧路町もっと健康！応援団」登
録数３（R6.3月現在）

○特定給食施設等調査指導では、各施設の状況に応じた個別巡回指導を
計画的に実施している。
　釧路圏域の特定給食施設等は130施設、１日約24,000人が利用してお
り、利用者の栄養・食生活の改善や望ましい食習慣の定着、また、食教育
により利用者だけでなく家族の健康づくりにも影響するため、適正な栄養管
理を提供することが必要。

市町村・食生活改善推進
協議会

食育講座、おやこの料理教室等の開催
釧路市・釧路町・厚岸町・浜中
町・標茶町・白糠町

北海道栄養士会釧根支
部

ライフステージ別栄養教室

●栄養成分表示の活用に向けた普及啓発を図る 特定給食施設等調査指導 個別巡回指導・研修会 ○食品関連事業者が適正な栄養成分表示ができるよう引き続き
助言・指導を行うとともに、地域住民が表示を活用した食品選択
ができるよう一層の普及啓発を図る。行政栄養士研修会

栄養業務連絡会議
各年１回以上

○健康づくり応援団制度などの食環境の整備に取り組む市町村
の増加とその活用促進を図っていく。

●市町村栄養士や食生活改善推進員などを対象とした栄養改
善に関する研修会を開催し、人材育成を図る

食生活改善推進員の養成・育成
（H30：７市町村、R3：６市町）

釧路市・釧路町・厚岸町・浜
中町・標茶町・白糠町

○令和4年道民健康づくり調査によると、肥満者の割合（BMI25以上）では、
釧路・根室ブロック30.8％（全道26.5％）、野菜の平均摂取量では、釧路・根
室ブロック247g（全道265ｇ）、食塩摂取量では、釧路・根室ブロック13.4ｇ
（全道12.7g）となっており、適切な量と質を確保した食生活の実践に向け、
引き続き飲食店等と連携した普及啓発を一層推進していく必要がある。ま
た、健康無関心層を含む幅広い世代が自然に健康な行動をとることができ
る境整備が求められており、ヘルスサポートレストランのより一層の登録店
の増加と、取組内容の充実を図っていく必要がある。

市町村 各種教室、各種健診事後相談等における栄養指導
広報誌やHPによる普及啓発

8市町村で実施

○利用者の栄養・食生活の改善や望ましい食習慣の定着に向け
た栄養管理や食育が行われるよう各施設に対して指導や研修会
を開催する。シャキシャキくしろ さあ、野菜を食べようキャンペーン（R1～）（R1：

9店舗、R2：8店舗、R3：11店舗、R4：14店舗、R5：14店舗）
協力機関：ヘルスサポー
トレストラン星３の登録店

○釧路圏域独自の取組として、ヘルスサポートレストラン星３の登録店と連
携し、野菜の摂り方や外食摂取における健康管理上の適切な選択等につ
いて普及啓発を図る「シャキシャキくしろ さあ、野菜を食べようキャンペー
ン」を実施している。
　ヘルスサポートレストラン星３登録店（野菜たっぷりメニュー提供）による
協力は、R1：9店舗→R5：14店舗と協力店は増加した。

釧路市 健康づくり応援団制度の実施
「釧路市健康づくり応援団」

登録数46（R6.3月現在） ○適切な量と質を確保した食生活の知識の普及が図られるよう、
市町村栄養士や食生活改善推進委員などの食生活改善に携わ
る人材の資質向上に努める。釧路町 健康づくり応援団制度の実施（R5～）

健康教育
HPによる普及啓発

〇道民が栄養のバランスのとれた食生活を
実践できるよう食環境の整備を推進します

●飲食店などと連携し、食生活改善を支援する食環境の整備を
推進する

ほっかいどうヘルスサポートレストラン推進事業（R1～）（R1：17店
舗、R2：79店舗、R3：82店舗、R4：84店舗）

登録数88店舗（R6.3月現
在）

次期計画の方向性

栄養・
食生活

〇適正な栄養摂取を進め、肥満や若年女
性のやせを減らします

●「北海道版食事バランスガイド」等によるバランスのとれた食
事の普及啓発をしていく

実施主体 主な実施事業 備　考
○令和元年度から開始した「ほっかいどうヘルスサポートレストラン推進事
業」では、各登録店において、道が毎月配信する健康情報等が利用客へ
発信されている。
　釧路圏域の登録数は、R1：17店舗→R5：88店舗（飲食店29店舗・コンビニ
エンストア59店舗）と増加した。「釧路市健康づくり応援団」の登録店や、飲
食店へ個別訪問するなどの登録勧奨を行ったことが登録店の増加につな
がった。

○減塩や野菜摂取量増加等の食生活改善に向けた食環境を整
備するため、様々な媒体でヘルスサポートレストラン推進事業の
周知を行い、登録店の増加を図るとともに、取組内容の充実を図
る。

保健所

領　　域 目　  　　標 主な取組と役割分担

◎主体、〇連携、協働

6年間（平成30年度～令和5年度）の主な取組 評価及び課題

●利用者に応じた食事・栄養の改善に向けた特定給食施設等
への指導や研修会を開催する

食品関連事業者に対して適正な栄養成分表示に向けた助言・指
導

身体活
動・運動

〇日常生活における身体活動量の確保や
運動習慣の定着化を目指します

●生活習慣病予防やメタボリックシンドローム改善を目的とした
運動の実践方法について情報提供していく

実施主体 主な実施事業 備　考
○各市町村では、健康教育や各種健診事後相談等において、運動の実践
方法の他、日常生活における身体活動量を増やすための具体的方法につ
いて情報提供してきた。
　また、白糠町では従来から町の健康体操として「タコさんイカさんの恋問
体操」の普及がされている他、新たな取り組として釧路町・標茶町において
は、運動指導の動画配信による啓発が実施されている。また、釧路市にお
いても、令和５年度より市の健康体操として「トーカリップ体操」の普及が実
施されている。

○運動の必要性や効果、具体的な運動方法について、様々な媒
体を活用しながら積極的に行っていく。保健所 健康教育

HPによる普及啓発
NW講師派遣：R2、R4、R5

〇道民が身近なところで運動できる環境整
備とその活用促進を図ります

●健康づくりのための身体活動指針（2013）の普及啓発（ウォー
キングやノルディックウォーキング、サイクリング等）

NWポールの貸出
○地域で運動できる機会や場所等について情報収集し、各関係
機関・団体等と連携ながら情報発信していく。健康教育・各種健診事後相談時における情報提供

広報誌等における普及啓発
運動施設・設備の維持管理

8市町村で実施

●運動習慣の定着化に向けて、運動を体験する機会を確保する
釧路町、標茶町、鶴居
村、白糠町

運動教室の実施 厚岸町(R1～）
○令和４年度道民健康づくり調査によると、「運動習慣のある者の割合」
は、釧路・根室ブロック23.7％（全道28.2％）と低い状況にあるため、引き続
き、運動の必要性やその具体的方法の情報提供について、あらゆる機会
を通じて、様々な媒体を活用しながら積極的に行っていくことが必要。

○ウォーキングロード等の環境整備に取り組む市町村の増加と
その活用促進を図っていく。

白糠町 ウォーキング教室の実施
釧路町(H30･R5)、鶴居村
(R1･R4)、標茶町(H30･
R1)

●身近なところで運動できるウォーキングロードなどの環境整備
を図る

釧路市、白糠町 ウォーキングマップ作成・配布

釧路町、標茶町 運動指導のDVD貸出や動画配信(R4～）
○各市町村において、運動教室が実施されている他、関係機関・団体等に
よる各種スポーツ教室等が開催されている。
　地域で運動を体験する機会を確保するとともに、これらの情報を収集し、
情報発信していくことが必要。

釧路市 市の健康体操の普及（R5～） トーカリップ体操

白糠町 町の健康体操の普及（H23～） ﾀｺさんｲｶさんの恋問体操

保健所・市町村・関係団体 すこやかロード事業の推進
H18釧路町4コース
H27白糠町4コース

○身近なところで運動できる環境整備を目的としたすこやかロードについて
は、２町で８コースが登録されており、引き続き登録促進と利用促進を図っ
ていくことが必要。

NPO法人桜が丘ひぶなクラブ 各種軽運動・スポーツ教室の定期開催
ｿﾌﾄﾃﾆｽ・笑いﾖｶ・ふま
ねっと運動・ﾖｶﾞ・ﾐﾆﾃﾆｽ
等、脳のいきいき健康運

ふまねっと運動の普及
定期教室開催
講師派遣
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資料３－２釧路圏域健康づくり事業行動計画（計画期間：平成30年度～令和5年度）の取組状況と6年間の取組状況に対する評価

保
健
所

市
町
村

教
育

医
療

職
域

団
体

住
民

◎ ◎ 〇 〇

〇 〇 ◎ 〇

〇 ◎ 〇

○ ◎ 〇
市町村

◎ ◎ ○

保健所・市町村

◎ ◎ ◎ ○ 〇 〇 〇

◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ 〇

◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

歯・口腔 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 〇

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 障がい者歯科保健連携推進事業

◎ ◎ ◎ ◎ 〇

1歳6ヶ月児・3歳児歯科健診 全市町村で実施

◎ ◎ ○ ◎ ◎ 〇 フッ化物塗布事業

◎ ◎ ◎ 妊婦歯科健康診査

歯周病検診

◎ 〇 ◎ ◎ 特定健診・特定保健指導 市町村国保・職域等

後期高齢者歯科健診 釧路市

介護予防・日常生活支援総合事業

◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

領　　域 目　  　　標 主な取組と役割分担

◎主体、〇連携、協働

6年間（平成30年度～令和5年度）の主な取組 評価及び課題 次期計画の方向性

飲酒

〇生活習慣病のリスクを高める飲酒などが
及ぼす健康への影響について意識を高め
ます

●｢適度な飲酒に関する保健指導マニュアル｣を活用して適正飲
酒について普及啓発していく

実施主体 主な実施事業 備　考
○こころの健康相談では、アルコール関する相談を随時受け、必要時、関
係団体と連携して支援している。
○各種健康教育では、メンタルヘルスの維持・増進や生活習慣病リスクを
高めない飲酒や適正飲酒について各市町村とともに健康教育を実施して
いる。

○母子手帳や各検診時において妊娠中の飲酒による健康被害についての
情報提供や特定健診等の保健指導の場において、生活習慣病のリスクを
高める飲酒や適正飲酒について情報提供を実施するなど、市町村と協力
し支援している。

○定期的にAAや断酒会等（自助グループ）と情報交換し、自助グループの
育成とハイリスク者への連携支援を実施している。

○メンタルヘルスの維持増進や生活主幹病のリスク低下のた
め、適正なアルコール飲酒等について健康相談や健康教育を継
続していく●未成年者を対象としたアルコールに関する健康教育を実施す

る

保健所
健康相談等における支援

〇未成年者や妊婦の飲酒を無くします
●母子手帳交付時や各種健診時において、妊娠中の飲酒によ
る健康被害について情報提供の強化を図る

断酒会の支援・育成 断酒会・ＡＡ開催支援 ○ハイリスク患者への支援のため自助グループとの連携支援を
実施していく。また、断酒会やAA等関係団体の運営や育成を継
続していく

●特定健診や特定保健指導の場において、生活習慣病のリスク
を高める飲酒や適正飲酒についての情報提供を実施する。

母子健康手帳交付時健康教育、健診受診者への保健指導
アルコールについての正しい知識の普及啓発

8市町村で実施

釧路市、弟子屈町 断酒会の支援・育成 釧路市・弟子屈町

学校 健康教育（保健）

●関係団体等と連携してハイリスク者への支援を実施する 釧路市 酒害相談員によるお酒の悩み相談

浜中町 未成年者への健康教育 厚岸町H30～R3)

各種健康教育
広報等による啓発

釧路町・浜中町・標茶町・
弟子屈町

○睡眠不足はメンタルヘルスの不調や循環器疾患の発症など心身のさま
ざまな悪影響を与えることもあり、こころの健康相談時には、睡眠の状況に
ついても確認し、休息の大切さについての保健指導を実施し、必要に応じ
て早期に医療機関の受診ができるよう支援している

○こころの健康保持増進のため、相談窓口として、保健所のこころの健康
相談や各市町村等のこころの相談窓口をホームページや広報等で紹介し
ている。

○今後もメンタルヘルスの維持増進のため睡眠の大切さについ
て健康相談や健康教育等で普及啓発を継続していく

保健所
健康相談等における支援
HP等による啓発

市町村 健康相談等における支援
釧路市・釧路町・厚岸町・浜
中町・標茶町・鶴居村・白糠
町

実施主体 主な実施事業 備　考

休養
〇睡眠による休養を十分とれない方を減ら
します

●健康づくりのための睡眠指針、休養指針等を活用し良質な睡
眠の確保及び余暇活動の大切さを普及啓発していく

実施主体 主な実施事業 備　考

●こころの不調のサインとしての不眠を見逃さないよう、早めの
受診や相談につなげる

●睡眠に関する健康教育やストレスに対する対処法について普
及啓発していく（再掲）　⇒取組状況についてはこころの健康の
領域に記載

〇すべての道民が、自ら歯・口腔の健康の
維持増進に努めるとともに、住み慣れた地
域において生涯を通じて必要な歯科保健医
療サービスを利用しながら、健康の維持増
進ができるよう支援する環境づくりを行うこ
とを基本方針とし、食べる楽しみがいつまで
もつづく生活の実現を目指します。

●保育所・学校等においてフッ化物洗口を推進していく

保健所 フッ化物洗口普及支援事業

○むし歯予防のため、保育所・小学校等におけるフッ化物洗口の
推進する。

○乳幼児・児童生徒が、定期的に歯科健診・保健指導を受ける
機会の確保する必要がある。

●成人が歯科健診・保健指導を利用できる機会を確保する
障がい児(者)歯科保健医
療連携推進事業

釧路市、釧路町、浜中町、標
茶町、弟子屈町、鶴居村、白
糠町

○7市町村で実施されるに至ったものの、受診率は低い。令和6年度からマ
ニュアルが改定されたほか対象に20歳及び30歳が追加。

○歯周病と糖尿病、喫煙（禁煙後方支援）など全身疾患に関わる
医科・歯科連携の推進を支援する。

●歯周病と糖尿病との関連性について普及啓発していく（再掲）

〇標準質問票に咀嚼機能の自己評価項目が追記（2019年度～）された。
咀嚼に問題がある人の割合が他圏域に比べ高いため、保健指導や歯科
受診勧奨へ活用する必要がある。

○管内他市町への導入を図るには、歯科健診普及のための事業ではな
く、「オーラルフレイル対策を通じたフレイル対策」として位置づける必要が
ある。

釧路市、釧路町、鶴居村、白
糠町

○市町村からの求めに応じ、釧路・根室圏域在宅歯科医療連携室から介
護予防活動等研修会へ講師・説明者派遣することができる。

●かかりつけ歯科医における定期的歯科健診とプロフェッショナ
ルケア（歯科専門職による機械的歯面清掃）を推進していく

各歯科医療機関
関係団体（釧路歯科医師
会・北海道歯科衛生士会
釧路支部）

〇永久歯のむし歯予防対策として、保育所、小学校等の集団におけるフッ
化物洗口事業の導入拡大が図られている。当管内だけでなく全道的に普
及しているため、１２歳児の一人平均う歯数、う蝕罹患率は減少傾向にあ
るものの、依然、全国、全道に比し悪い状態である。管内での市町村の格
差もみられる。教員等からの安全性に対する疑義等に対しては適宜地教
委や学校長向けに解説書等を作成した。すでにフッ化物洗口が普及してい
る市町村では糖類（間食）の適正摂取対策を検討する必要がある。

○一般の成人同様、障がい（主にうつ、統合失調症）を有する成人におい
ても、歯・口腔の健康格差がある。肥満をはじめとする生活習慣病の改善
に向けた栄養改善も必要。

○コロナ禍で多数の学校で中断、スムーズに再開したところと、諸事情で
再開が遅延したところがあった。引き続き事業を維持推進する必要があ
る。

○地域ケア会議等の場において、口腔の観点から専門的助言を行う歯科
医療従事者の育成として、食・口腔機能改善専門食等養成研修会が2024
年3月に釧路市で開催された。

○むし歯と歯周病を予防するため、かかりつけ歯科医療機関で
の定期健診とプロフェッショナルケアの推奨の必要がある。

●乳幼児・児童生徒が定期的に歯科健診・保健指導を利用でき
る機会を確保する

市町村

フッ化物洗口普及支援事業
小学校：１市４町１村
中学校：１町
認定こども園：１市３町

●幼児期におけるフッ化物利用（フッ化物塗布、フッ化物配合歯
磨剤）を普及する

全市町村で実施（直営２、
委託４、併用１）

○４学会合同の「フッ化物配合歯磨剤の推奨される利用方法」に基づき早
期からのフッ化物配合歯磨剤の普及を推進する必要がある。

○むし歯予防のため、幼児早期（歯の萌え始め）からのフッ化物
利用（フッ化物塗布・フッ化物配合歯磨剤)の普及・推進する。

●歯科診療所通院中の喫煙者に対する禁煙相談を推進していく
（再掲）

浜中町、白糠町（R1～）、弟
子屈町（R4～）

○妊婦を対象とした歯科健診、歯科保健指導等を通じて、自らの歯・口腔
の健康状態に気づき歯周病予防に取り組むきっかけに、当該健診を低体
重児予防対策として位置づけ、管内他市町村での導入を図る必要がある。

○成人が定期的な歯科健診・適切な歯科保健指導を受ける機会
の確保の必要がある。
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